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北栄町社会福祉協議会だより

北栄町地域福祉推進計画を策定しました！

北栄町と北栄町社会福祉協議会は、誰もが安心して暮らせる地域を目指し、
「地域福祉計画」と「地域福祉活動計画」を一体的に策定しています。

こちらのＱＲコードで「北栄町地域福祉推進計画」が閲覧できます。

～すべての地域住民が主体となり、地域が舞台となる計画～

地域福祉活動計画策定委員会健康体操教室

食事サービス福祉体験ボランティア
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令
和
元
年
度
の
事
業
が
終
了
し
、
６
月

17
日
の
評
議
員
会
に
お
い
て
承
認
を
受
け

ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

（
７
回
）・
評

議
員
会（
３

回
）・
監
査

会（
２
回
）

を
開
催
し
ま

し
た
。

　

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の

方
々
に
多
大

な
御
協
力

を
い
た
だ
い

て
い
る
食
事

事
業・決
算
報
告

令
和
元
年
度

　北
栄
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
収
入
は
、
介
護
保
険
事
業
が
約
半
分
を

占
め
て
お
り
ま
す
が
、
毎
年
町
内
の
各
世

帯
、
事
業
所
に
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
「
社
協
会
費
」、「
共
同
募
金
」、

ま
た
香
典
返
し
等
の
「
寄
付
金
」
は
、
後

述
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
・
食
事
サ
ー

ビ
ス
事
業
、
各
自
治
会
へ
の
福
祉
活
動
助

成
な
ど
、
地
域
福
祉
事
業
を
推
進
し
て
い

く
上
で
の
貴
重
な
財
源
と
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
町
受
託
金
収
入
に
お
い
て
は
、
小
地
域

福
祉
活
動
・
介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
い

き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
等
の
「
地
域
福
祉
支

援
事
業
」
や
町
福
祉
課
と
共
同
で
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
事
業
の
中
の
家
計
改
善
支

援
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

収
入
の
部

支
出
の
部

貸　借　対　照　表
資産の部 負債の部

科　目　名 金　額 科　目　名 金　額
流 動 資 産 76,580,600 流 動 負 債 19,664,772
固 定 資 産 665,056,747 固 定 負 債 110,154,924

負債の部合計 129,819,696
純資産の部

基 本 金 1,000,000
国庫補助金等特別積立金 226,156,408
そ の 他 の 積 立 金 51,710,996
次期繰越活動収支差額 332,950,247

純資産の部合計 611,817,651
資産の部合計 741,637,347 負債及び純資産の部合計 741,637,347

⃝

法
人
運
営
事
業

　

円
滑
な
会
務
運
営
の
た
め
、
理
事
会

　
　
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
推
進
に
向
け
て

会
長
　
大

西

孝

弘

　
地
域
福
祉
と
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
住
民
や
社
会
福
祉
関
係
者

が
お
互
い
に
協
力
し
て
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子

育
て
中
の
親
な
ど
支
援
を
必
要
と
す
る
人
の
福
祉
課
題
の
解
決
に
取
り

組
む
こ
と
で
す
。
地
域
福
祉
は
、
介
護
保
険
法
や
障
害
者
総
合
支
援
法

な
ど
法
に
基
づ
く
制
度
化
さ
れ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
事
業
の
み
に
よ
っ

て
実
現
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
行
政
、

社
会
福
祉
関
係
者
が
協
働
し
て
実
践
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
平
成
28
年
３
月
に
「
第
１
期
地
域
福
祉
活

動
計
画
」
を
策
定
し
、
行
政
や
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
地
域
福
祉
活

動
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
行
政
の
「
地
域
福
祉
計
画
」

と
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
を
一
体
的
に
策
定
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
行
政
と
民
間
が
協
働
し
て
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
体

制
を
整
備
し
ま
し
た
。

　「
第
２
期
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
で
は
、「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
」
を
基
本
方
針
に
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
を
踏
ま
え
た

具
体
的
な
活
動
計
画
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
一
例
で
す
が
、
自
治
会

に
よ
る
支
え
愛
マ
ッ
プ
づ
く
り
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
強

化
、
仲
間
づ
く
り
や
交
流
の
場
と
し
て
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
や
居
場
所

づ
く
り
等
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
特
に
、
本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
対
し
て
、
多

く
の
人
が
日
々
様
々
な
不
安
を
抱
え
な
が
ら
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
時
こ
そ
、
地
域
の
支
え
合
い
が
大
き
な
力
に
な
り
ま
す
。
北
栄

町
が
誰
に
と
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
し
や
す
い
町
と
な
る
よ
う
に
、
町

民
の
皆
様
の
地
域
福
祉
活
動
に
対
す
る
御
理
解
と
積
極
的
な
御
参
加
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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サ
ー
ビ
ス
事
業
で
は
、「
ふ
れ
あ
い
給
食
」

を
週
２
回
、
訪
問
給
食
を
週
４
回
実
施

し
、
46
名
の
方
が
延
べ
３
，５
３
３
食
利

用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
「
ふ
れ
あ
い
給
食
」
は
、
２
，

７
６
３
食
の
利
用
が
あ
り
、
延
べ
８
７
５

名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
気
軽
に
家
庭
で
で
き
る
健
康
体
操
教
室

は
、
登
録
者
37
名
、
延
べ
人
数
５
０
７
名

が
参
加
さ
れ
、
運
動
指
導
員
に
よ
る
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

で
、
健
康
活
動
及
び
介
護
予
防
活
動
を
推

進
し
ま
し
た
。

⃝

地
域
福
祉
推
進
事
業

　
町
の
委
託
を
受
け
て
、
高
齢
者
の
社
会

的
孤
立
を
予
防
し
、
心
身
の
健
康
保
持
を

図
る
た
め
の
事
業（
①
い
き
い
き
サ
ロ
ン

事
業
②
筋
力
低
下
予
防
事
業
③
在
宅
介
護

の
集
い
事
業
④
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
）、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を

目
的
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
、
家
計

に
問
題
を
抱
え
、
困
っ
て
い
る
方
か
ら
の

相
談
に
応
じ
、
生
活
の
立
て
直
し
に
む
け

た
家
計
改
善
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
高
齢
者
の
生
き
が
い
・
閉
じ
こ
も
り
防

止
な
ど
、
小
地
域
福
祉
活
動
に
お
い
て
多

く
の
効
果
を
生
み
出
し
て
い
る
「
い
き
い

き
サ
ロ
ン
」
は
45
か
所
の
自
治
会
で
取
り

組
ま
れ
、
延
べ
１
，０
８
２
回
で
１
３
，

５
０
７
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
各
自

治
会
に
お
い
て
自
主
運
営
が
進
む
中
で
、

独
自
の
発
想
・
手
法
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
要
援
護
者

の
安
心
・
安
全
の
た
め
、
急
病
な
ど
急
に

助
け
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
、
か
か
り
つ

け
の
病
院
・
緊
急
時
の
連
絡
先
な
ど
の
情

報
を
い
ち
早
く
確
実
に
知
ら
せ
、
命
を
守

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
緊
急
連
絡
キ
ッ

ト
」
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
支
え

合
い
体
制
づ

く
り
の
推
進

に
お
い
て
、
生

活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置

し
、
大
栄
・
北

条
栄
地
区
に

助
け
合
い
推

進
会
議
「
よ
っ

し
ゃ
や
ら
ぁ

会
」
を
立
ち
上

げ
、
住
民
の
自
主
的
な
地
域
づ
く
り
活
動

を
支
援
し
ま
し
た
。
ま
た
支
え
愛
マ
ッ
プ

づ
く
り
の
研
修
、
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

の
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

⃝

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

　
高
齢
や
障
が
い
で
、
各
種
福
祉
サ
ー
ビ

ス
利
用
の
判
断
が
難
し
い
場
合
や
、
利
用

料
金
を
は
じ
め
、
日
常
の
お
金
の
出
し
入

れ
に
不
安
の
あ
る
方
が
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援
す
る

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
を
実
施
し
ま

し
た
。

⃝

共
同
募
金
配
分
金
事
業

　
皆
様
か
ら
協
力
い
た
だ
い
た
赤
い
羽
根

共
同
募
金
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
の
配

分
を
受
け
て
、
在
宅
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
、
児
童
・
生
徒
の
福
祉
体
験
活
動
、

福
祉
団
体
・
小
中
学
校
へ
活
動
助
成
、
総

合
相
談
所
の
開
設
等
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
毎
年
実
施
し
て
い
る
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
の
つ
ど
い
は
、
一
人
で
お
住
ま
い
の
方

が
一
堂
に
会
し
、
上
期
に
は
民
生
児
童
委

員
に
同
行
い
た
だ
き
、
野
外
活
動
と
し
て

日
帰
り
旅
行
を
、
下
期
に
は
食
生
活
改
善

推
進
員
連
絡
協
議
会
、
赤
十
字
奉
仕
団
等

に
協
力
い
た
だ
き
、
会
食
会
・
演
芸
鑑
賞

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
で
盛
大
に
実
施
で

き
ま
し
た
。

　
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
事

業
は
寿
学
級（
趣
味
の
園
芸
、
表
装
、
大

正
琴
、
囲

碁
将
棋
）、

ス
ポ
ー
ツ

大
会
、
老

人
ク
ラ
ブ

な
ど
の
自

主
的
な
取

り
組
み
を

支
援
し
、

高
齢
者
の

社
会
参
加

や
生
き

が
い
づ
く

り
、
健
康
づ
く
り
を
促
進
し
ま
し
た
。

⃝

介
護
保
険
事
業

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
、
通
所
介
護
事
業
所（
北
条
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
だ
い
え
い
）、
訪
問
介
護
事
業

所
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所

収入総額 ： 391,762,382円

支出総額 ： 320,539,151円

寄付金
4,525,519（1.2％）

受託金
19,364,695（4.9％）
保育事業収入
26,096,320（6.7％）
貸付事業
10,000（0.0％）
共同募金
配分金収入
3,465,122（0.9％）
障がい福祉
サービス等収入
15,707,180（4.0％）
会費
4,792,551（1.2％）介護保険収入

206,437,435（52.7％）

その他
95,475,560
（24.3％）

収入
（単位：円）

支出
（単位：円）

地域福祉推進事業
14,067,391（4.4％）

法人運営事業
35,540,257（11.1％）
福祉サービス
利用援助事業
389,900（0.1％）
障がい者
自立支援事業
19,655,650（6.1％）
共同募金
配分金事業
3,422,122（1.1％）
社会福祉資金
貸付金事業
10,000（0.0％）

介護保険事業
217,540,121（67.9％）

補助金
15,888,000（4.1％）

保育所事業
29,913,710（9.3％）
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開
催

　
⃝

財
政
の
基
盤
強
化（
会
費
の
確
保
・

募
金
活
動
強
化
）

２　
広
報
活
動
の
強
化

　
⃝
広
報『
ふ
れ
あ
い
』の
発
行（
年
４
回
）

　
⃝

町
報
・
Ｔ
Ｃ
Ｃ
・
新
聞
社
等
へ
事
業

情
報
提
供

　
⃝

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発
信
・

情
報
公
開

３　
介
護
保
険
事
業
の
実
施

　
⃝
居
宅
介
護
支
援
事
業
の
推
進

　
⃝

通
所
介
護
事
業
の
推
進（
北
条
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
だ
い
え
い
）

　
⃝

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
の

推
進（
な
ご
み
の
郷
・
い
ろ
り
の
郷
）

４　
障
が
い
者
自
立
支
援
事
業
の
実
施

　
自
立
支
援
給
付

　
⃝
指
定
特
定
相
談
支
援
事
業
の
推
進

　
地
域
生
活
支
援
事
業

　
⃝

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
の
推

進（
あ
ゆ
み
の
郷
）

　
⃝
日
中
一
時
支
援
事
業
の
推
進

５　
介
護
予
防
・
生
活
支
援
事
業
の
実
施

　
⃝
地
域
支
援
事
業
の
推
進

　
　
・
在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い（
年
２
回
）

　
⃝

食
事
サ
ー
ビ
ス
の
実
施（
援
助
型
・

週
４
日
、
ふ
れ
あ
い
型
・
週
２
日
）

　
⃝
健
康
体
操
教
室
の
実
施　
月
４
回

　
⃝
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
の
推
進

　
⃝

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
協

力
と
連
携

　
⃝

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置

事
業

　
　
・

配
置
体
制【
第
一
層
配
置（
１
名
）・

第
二
層
配
置（
２
名
）】

　
⃝
生
活
支
援
事
業
の
推
進

　
　
・

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業（
週

２
回
）

　
　
・

シ
ニ
ア
フ
ァ
イ
ト
事
業（
週
１
回

コ
ー
ス
・
１
ク
ラ
ス
）

６　
保
育
所
事
業
の
実
施

　
⃝
保
育
所
事
業
の
推
進

７　



高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り

事
業
の
推
進

　
⃝

寿
学
級
の
開
設
運
営（
趣
味
の
園
芸
、

表
装
、
大
正
琴
、
囲
碁
・
将
棋
）

　
⃝

軽
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
実
施（
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
囲
碁
・
将
棋
）

　
⃝
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
支
援

　
⃝
高
齢
者
福
祉
大
会
の
支
援

　
⃝
高
齢
者
作
品
展
の
支
援

８　



日
常
生
活
の
見
守
り
と
緊
急
時
の

対
応

　
⃝
愛
の
輪
協
力
員
の
設
置

　
⃝
福
祉
マ
ッ
プ
づ
く
り

　
⃝
緊
急
連
絡
キ
ッ
ト
の
設
置

９　
在
宅
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　
⃝

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
つ
ど
い（
年

３
回
）

　
⃝
福
祉
推
進
員
の
設
置

　
⃝
福
祉
推
進
員
の
研
修
会

　
⃝
福
祉
座
談
会
の
開
催

10　



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
の

推
進

　
⃝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
育
成
指
導

　
⃝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会
の
開
催

　
⃝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習

　
⃝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
連
絡
会

　
⃝

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
機
能

　
北
栄
町
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
介
護
保

険
事
業
・
障
が
い
者
自
立
支
援
事
業
・
保

育
所
事
業
等
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

充
実
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
、
必
要
と

さ
れ
る
「
社
協
」
を
目
指
し
て
、
役
職
員

一
丸
と
な
っ
て
組
織
強
化
を
進
め
、
自
治

会
・
行
政
関
係
者
と
の
連
携
を
基
に
、
小

地
域
で
の
福
祉
活
動
の
よ
り
一
層
の
推
進

令
和
２
年
度

事
業
計
画
と

予
算

１　
基
本
方
針

２　
重
点
目
標

３　
事
業
計
画

１　
会
務
と
組
織
体
制
の
充
実

　
⃝

理
事
会
、
評
議
員
会
、
監
査
会
の

令
和
元
年
度
収
支
差
額
、
７
１
，

２
２
３
，２
３
１
円
は
、
令
和
二
年
度

事
業
へ
の
財
源
と
な
り
ま
す
。

（
な
ご
み
の
郷
、
い
ろ
り
の
郷
）の
合
わ
せ

て
６
つ
の
事
業
所
を
運
営
し
ま
し
た
。

⃝
障
が
い
者
自
立
支
援
事
業

　
自
立
支
援
給
付
と
し
て
障
が
い
者
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
事
業
、
障
が
い
者
相
談
支
援

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
生
活
支
援
事
業
と
し
て
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
、
日
中
一
時

支
援
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

⃝

栄
保
育
所
事
業

　
園
児
数
は
13
名
で
、
保
育
所
の
特
性
で

あ
る
地
域
密
着
を
念
頭
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
通
し
て
、
住
民
の
理
解
の
も
と
に
地
域

の
方
々
と
ふ
れ
あ
い
、
か
か
わ
り
を
深
め

な
が
ら
、
地
域
の
中
の
保
育
所
と
し
て
事

業
を
進
め
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
所
に
お
い
て
、
利
用

者
様
個
人
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
目
標
・

計
画
を
立
て
、
事
業
所
全
体
で
そ
の
達
成

に
努
め
ま
し
た
。

　
な
お
、訪
問
介
護
事
業
、障
が
い
者
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
事
業
は
、
令
和
２
年
１
月
を

も
っ
て
事
業
を
廃
止
し
ま
し
た
。

１　
小
地
域
福
祉
活
動
事
業
の
推
進

２　
介
護
保
険
事
業
の
健
全
運
営

３　



障
が
い
者
自
立
支
援
事
業
の
健
全

運
営

４　
介
護
予
防
事
業
の
実
施

５　
保
育
所
事
業
の
健
全
運
営

６　
広
報
活
動
の
強
化

を
図
り
、「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
の
町
づ
く
り
」
を
目
指
し
ま
す
。
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前
田
伊
都
岐

前
田
　悦
子

山
本
　直
人

小
谷
　理
恵

山
田
　純
子

宮
川
　真
弓

遠
藤
　
　円

梅
津
智
恵
子

小
代
ひ
ろ
え

野
廣
　浩
美

西
村
　佳
代

磯
江
　典
子

山
崎
　静
香

横
山
　敬
道

村
岡
　尊
文

穴
山
ゆ
か
り

篠
原
由
美
子

田
中
　博
文

門
脇
　聖
子

穐
山
　佳
美

時
枝
　雅
篤

堀
口
　歩
美

柴
山
　政
則

遠
藤
　明
美

秋
山
　一
恵

山
本
　清
美

山
本
　智
里

足
立
絵
理
華

原
田
　幸
紀

山
部
　京
子

係長
脇坂　啓子

地域活動
支援

センター
あゆみの郷

係長　谷口いづみ

デイサービスセンター
だいえい

係長
倉本　恵美

北
条
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

地域
福祉係

介護支援課長　谷口いづみ
介護支援課

総務・地域福祉係長
秋草ゆみ枝

総務・地域福祉課長
金山　英文

地域
福祉課

事 務 局 長

会　　　長

総務課

係長
宮地　栄子

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

金山　英文

監　　　事 ２名

大西　孝弘理　　　事 10名

評　議　員 13名

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

事
業
所
　な
ご
み
の
郷

総務係

令和2年7月1日現在

センター長　金山　英文

所長
石井　路代

栄交流福祉センター

栄
　保
　育
　所

係長
石丸真奈美

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

事
業
所
　い
ろ
り
の
郷

社会福祉法人北栄町社会福祉協議会職員系統図

強
化

11　
福
祉
教
育
活
動
の
推
進

　
⃝
福
祉
教
育
実
践
校
の
指
定
及
び
指

導
・
援
助（
小
・
中
学
校
）

　
⃝
福
祉
体
験
学
習
の
実
施

　
⃝
福
祉
の
町
づ
く
り
運
動
の
実
施

12　
援
護
活
動

　
⃝
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配
布

　
⃝

福
祉
総
合
相
談
所
開
設（
行
政
相
談

所・月
２
回
、人
権・よ
ろ
ず
相
談
所・

月
１
回
、
福
祉
相
談
所
・
週
５
回
）

　
⃝

福
祉
資
金
の
貸
付（
生
活
福
祉
資
金
・

社
会
福
祉
資
金
）

　
⃝
祭
壇
貸
付
事
業（
４
基
）

　
⃝
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
運
営（
２
台
）

　
⃝
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
実
施

　
⃝
成
年
後
見
利
用
支
援
事
業
の
実
施

　
⃝

生
活
困
窮
者
家
計
改
善
支
援
事
業
の

実
施

　
⃝

生
計
困
難
者
に
対
す
る
相
談
支
援
事

業
の
実
施

13　
各
種
福
祉
団
体
の
育
成
強
化

　
⃝
共
同
募
金
委
員
会

　
　
・
募
金
活
動

　
　
・
配
分
活
動

　
⃝

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
運
営

協
力

　
⃝
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
⃝
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会

　
⃝
心
身
障
が
い
児
者
父
母
の
会

　
⃝
母
子
会

　
⃝
民
協
Ｏ
Ｂ
会

　
⃝
精
神
障
が
い
者
家
族
会

収入総額 ： 376,157千円

支出総額 ： 376,157千円

寄付金
4,850（1.3％）

補助金・助成金
15,360（4.1％）
受託金
27,578（7.3％）
貸付事業
50（0.0％）
共同募金
配分金収入
3,421（0.9％）
障がい福祉事業
収入
13,098（3.5％）
会費
4,795（1.3％）

介護保険収入
207,941（55.3％）

その他
86,788（23.1％）

収入
（単位：千円）

支出
（単位：千円）

法人運営事業
36,774（9.8％）   

地域福祉推進事業
19,244（5.1％）

福祉サービス
利用援助事業
216（0.1％）
共同募金
配分金事業
3,368（0.9％）
社会福祉資金
貸付金事業
135（0.0％）介護保険事業

277,246
（73.7％）

障がい者自立支援事業
21,604（5.7％）

保育事業収入
12,276（3.3％）

保育所事業
17,570（4.7％）
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お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
、予
約
は
不
要
。

この広報紙は赤い羽根共同募金の配分金で作成しています。

相談日 相談員氏名 相談所 相談日 相談員氏名 相談所
7月  2日㈭ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談☆ 8月11日㈫ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談★

9日㈭ 吉本孝裕・畔田敏子 人権相談☆ 20日㈭ 山根義文・井上順子 よろず相談☆
10日㈮ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談★ 9月  3日㈭ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談☆
16日㈭ 浅井珠美・寺方弘美 よろず相談☆ 10日㈭ 竹原光余・奥田よしの子 人権相談☆

8月  4日㈫ 遠藤隆好・助谷智恵美 人権相談☆ 11日㈮ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談★
6日㈭ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談☆ 15日㈫ 濱川康夫・岩垣春枝 よろず相談☆

総
合
相
談
所

●開設時間　午後1時から午後3時
●開設場所　☆北栄町社会福祉センター（瀬戸36－2）　★北条高齢者福祉センター（田井46－2）
　　　　　　※行政相談は、大栄・北条地区で毎月１回ずつ開設します。

福祉相談 ㈪〜㈮  9：00〜17：00
祝祭日・年末年始除く 北栄町社会福祉センター 社会福祉協議会職員

（ケアマネージャー）

広報紙掲載内容についての問い合わせ・申込み・相談
社会福祉法人北栄町社会福祉協議会� 電話�37－4522

各
種
寄
付
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
お
寄
せ
い
た
だ
く
香
典
返
し
等
の
寄
付
金
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

6
月
15
日
ま
で
に
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
で
す
。
な
お
、「
ふ
れ
あ
い
」
の
発
行
は

三
箇
月
に
一
度
の
た
め
、
掲
載
期
日
が
遅
れ
ま
す
こ
と
を
御
承
諾
く
だ
さ
い
。

香
典
返
し
に
か
え
て

金
一
封　
　

江
北
浜　
　

佐
倉　

章
文
さ
ん

　
（
父　

正
行
様　

死
去
に
よ
る
香
典
返
し
）

金
一
封　
　

倉
吉
市　
　

岸
田　

慎
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

忠
良　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

大　

谷　
　

西
本　

 

均
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

彌
生　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

由
２
区　
　

穐
山　

都
勇
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

安
子　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

江　

北　
　

横
濵　

郁
生
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

榮
一　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

鳥
取
市　
　

檀
床　

善
則
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母 

山
中
壽
枝
様　

〃　

）

金
一
封　
　

瀬　

戸　
　

井
谷　

憲
人
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

三
枝
子
様　

〃　

）

金
一
封　
　

西　

園　
　

濱
田　

政
良
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

和
政　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

弓
原
浜　
　

山
田　

正
彦
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

充
子　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

由
１
区　
　

竹
信　

敏
彦
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

 

茂 　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

大　

島　
　

河
﨑　

 

積
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

佐
智
子
様　

〃　

）

金
一
封　
　

大　

谷　
　

尾
﨑　

好
弘
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

絹
子　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

大　

谷　
　

中
原　

一
男
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

幸
惠　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

大　

谷　
　

河
本
智
恵
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

幸
子　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

北　

尾　
　

越
野　

耕
次
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
妻　

冴
子　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

下　

種　
　

福
田　

正
廣
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

須
美
榮
様　

〃　

）

金
一
封　
　

北　

尾　
　

久
長　

廣
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
夫　

孝
一　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

松　

神　
　

根
鈴　

直
人
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

千
鶴
子
様　

〃　

）

金
一
封　
　

西　

園　
　

松
井
三
枝
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
夫　

功
二
郎
様　

〃　

）

金
一
封　
　

北　

尾　
　

穐
田　

道
雄
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

紘
一　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

西　

園　
　

穐
山　

佳
員
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

弘
文　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

由
５
区　
　

竹
歳　

浩
一
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

敏
男　

様　

〃　

）

◎ 

寄
付
金
額
等
の
記
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、

寄
付
者
御
本
人
の
了
解
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
金
一
封
に
つ
き
ま
し
て
は
、
金
額

の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
寄
付
者
御
本
人

の
意
思
に
よ
る
も
の
で
す
。

食
事
サ
ー
ビ
ス
等
寄
付

ほ
の
ぼ
の
会 

様　
　
　
　
　
　
　

 

野　

菜

由
１
区　

 

飯
田　

博
孝 
様　
　
　

野　

菜

　

こ
の
た
び
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
誰
も
が

え
が
お
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
「
北
栄
町
」
を
築
く
た
め
に
、
地
域
福
祉

を
推
進
す
る
指
針
「
北
栄
町
地
域
福
祉
計
画
」、

そ
し
て
そ
れ
を
よ
り
実
践
的
に
計
画
し
た
も

の
が
「
北
栄
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
で
す
。

こ
の
二
つ
の
計
画
を
合
わ
せ
た
「
北
栄
町
地

域
福
祉
推
進
計
画
」
は
、「
み
ん
な
で
支
え
合

い 

え
が
お
で 

共
に
暮
ら
す
ま
ち 

北
栄
町
」

の
実
現
を
目
指
す
た
め
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
様
の
想
い
が
た
く
さ
ん
つ
ま
っ

た
こ
の
計
画
の
実
現
に
向
け
て
「
み
ん
な
で

い
っ
し
ょ
に
」
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
策
定

「
北
栄
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
」

　

計
画
の
詳
細
は
、
北
栄
町
社
会
福
祉
協

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

（
表
紙
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
も
閲
覧
い
た
だ
け
ま
す
。）

◎新型コロナウイルスの感染拡大により、相談所を開設しない場合があります。あらかじめご了承ください。

　

９
月
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た

「
福
祉
ま
つ
り
２
０
２
０
」
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
、
ま
つ

り
に
か
か
わ
る
全
て
の
皆
様
の
健
康
と
安

全
を
最
優
先
に
考
え
、
開
催
を
中
止
し
ま

す
。
な
に
と
ぞ
御
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
福
祉
ま
つ
り
２
０
２
０
」の

開
催
中
止
に
つ
い
て


